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平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

12
月
15
日(

金)

■
調
査
事
項

①
学
校
教
育
に
つ
い
て
（
真
竜
小

学
校
の
学
校
経
営
状
況
）

■
調
査
結
果

①
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

１
月
26
日(

金)

■
調
査
事
項

①
町
道
及
び
公
共
施
設
な
ど
の
除

排
雪
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

２
月
７
日(

水)

■
調
査
事
項

①
商
業
活
性
化
施
設
施
工
状
況
に

つ
い
て

■
調
査
結
果

①
指
摘
事
項
な
し

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委

員
会

■
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
調
査
結

果
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

北
竜
町
議
会
災
害
対
策
特
別

委
員
会

■
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
調
査
結

果
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

同
意

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
３
月
31
日
前
任
委
員
任
期
満
了

の
た
め
選
任
に
同
意

　

板
垣
義
一
氏(

新)

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て

発
議

○
北
竜
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

○
北
竜
町
土
地
開
発
基
金
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
償

還
基
金
の
設
置
・
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
高
料
金
特
別

対
策
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
北
竜
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
北
竜
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
定
住
促
進
奨
励
金
等
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

(

そ
の
１)

に
つ
い
て

○
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
団
体
営
土
地
改
良(

幌
新
地
区

維
持
管
理)

事
業
の
計
画
変
更
に

つ
い
て

○
団
体
営
土
地
改
良(

恵
比
島
地

区
維
持
管
理)

事
業
の
計
画
変
更

に
つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
布
設
工
事
分

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
７
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
８
９
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，
２
０

６
，
４
９
８
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
４
７
，
６
４

１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
０

０
，
９
４
７
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
８
，
１
５
０

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９
９
，

８
６
３
千
円
と
す
る

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

３
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
６
１
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
３
３
，
３
５
０

千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
３
，
２
１
８

千
円
を
追
加
し
、総
額
を
２
９
９
，

３
０
７
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

議会広報委員会Ｎｏ．３２２
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予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
６
，
２
７
６

千
円
を
減
額
し
、総
額
を
４
２
６
，

５
０
０
千
円
と
す
る

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(
第
４
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
６
，
３
１
７

千
円
を
減
額
し
、総
額
を
１
１
７
，

２
７
８
千
円
と
す
る

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
１
８
１
千
円
を

減
額
し
、
総
額
６
９
，
７
３
４
千

円
と
す
る
。

・
収
益
的
支
出
で
６
，
５
０
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
７
９
，
０
９

８
千
円
と
す
る
。

・
資
本
的
収
入
で
１
０
，
８
２
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
１
３
８
，

２
８
３
千
円
と
す
る
。

・
資
本
的
支
出
で
６
，
７
９
１
千

円
を
減
額
し
、
総
額
１
４
７
，
０

７
７
千
円
と
す
る
。

委
員
会
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会

■
調
査
期
日　

３
月
12
日(

月)

○
北
竜
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て[

サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
施
設]

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
，
３
４
６
，
０
０

０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
２
３
，
０
０
０
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
０
１
，
０
０
０
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
５
，
６
０
０
千
円

と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
２
９
８
，
０
０
０
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
予
算
総
額
４
２
８
，
０
０
０
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
１
１
，
０
０
０
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
９
１
，
９
３
１
千

円
と
す
る
。

一
般
質
問

　

５
名
の
議
員
か
ら
７
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
５
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

～
13
日(

火)

■
審
査
事
件

・
平
成
30
年
度
予
算
（
８
会
計
）

北
竜
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て　

外■
審
査
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
す
る
。

原
案
可
決

○
北
竜
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
定
住
促
進
奨
励
金
等
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

(

そ
の
２)

に
つ
い
て

○
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
２
月
20
日
、
午
後
３

時
よ
り
公
民
館
講
堂
に
て
８
回
目

と
な
る
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
報
告
会
は
平
成
23
年
３

月
に
制
定
さ
れ
た
北
竜
町
議
会
基

本
条
例
の
中
で
、「
住
民
の
意
思
・

意
見
を
聴
取
す
る
場
と
し
て
、
議

員
全
員
に
よ
る
議
会
報
告
会
を
年

１
回
開
催
す
る
。」
と
い
う
目
的

に
の
っ
と
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
佐
々
木
議
長
よ

り
、「
今
日
の
報
告
会
が
、
議
会

の
政
策
立
案
の
一
つ
の
手
段
に
な

る
よ
う
な
会
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」
と
い
う
挨
拶
の

後
、
町
民
の
皆
様
と
真
剣
に
懇
談

が
な
さ
れ
た
。

議
会
報
告
会

　　　　　

開
催
さ
れ
る



24

平成30年第1回定例会（会期：3月8日～16日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について (4 名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町議会基本条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町土地開発基金条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町農業集落排水事業償還基金の設置・管理及び処分に関する条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町簡易水道高料金特別対策基金条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町定住促進奨励金等の交付に関する条例の一部改正（その 1）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

墓地の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

団体営土地改良（幌新地区維持管理）事業の計画変更について □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

団体営土地改良（恵比島地区維持管理）事業の計画変更について □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町簡易水道布設工事分担金徴収条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町一般会計補正予算（第 7号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第 2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 29 年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第 2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
１件

質疑
０件

質疑
１件

質疑
０件

質疑
２件

質疑
０件

質疑
１件

－

平成30年予算審査特別委員会（3月12日～13日）　※予算と決算は特別委員会にて審議します　

○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

北竜町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町介護サービス事業条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町定住促進奨励金等の交付に関する条例の一
部改正（その 2）について

△ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町ひまわりバンク育成基金条例の一部改正について ○ ○ △ ○ ○ ○ － ○

北竜町地域支え合いセンターの設置及び管理に関
する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について〔サンフラワーパーク施設〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

一般会計に関しての主な質疑
生きがいセ

ンターの改

修について

移設遊具の

活用に

ついて

ひまわりバ

ンク基金に

ついて

防犯カメラ

設置に

ついて

諸施設の

耐震化に

ついて

公共交通に

ついて

地域おこし協

力隊・集落支

援員について

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています。）■議員の賛否の公表
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一般会計に関しての主な質疑
中古住宅取

得について

グランド整

備について

プレミアム

商品券に

ついて

歯科診療所

について

複式学級に

ついて

商工振興策に

ついて

平成 30 年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成30年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町農業集落排水事業及び個別排
水処理事業特別会計予算について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 30 年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

特別会計に関しての主な質疑（特老会計）
運営状況に

ついて

予算委員会における質疑の件数
質疑
６件

質疑
２件

質疑
５件

質疑
２件

質疑
８件

質疑
５件

－
質疑
５件

質　　疑　　内　　容 答　　弁　　内　　容 

会計制度の複式簿記化の移行スケジュールについて
H29 年度末までに作成。完全に複式簿記化するわけではなく、現金主義を補
完する形となり、今年度委託業務を予定している。

個人・小規模農家への振興策ついて
担い手確保のため新規就農対策に力を入れている。その他個人農業者支援
施策は継続していく。

大型投資事業に対する財政的危惧について
12 月定例会で一般質問（２議員から）の答弁にて財政状況を充分留意しな
がら実施していく旨がありました。

議会報告会において参加された方からの意見の質疑

　

昔
、
経
済
成
長
が
目
覚
ま
し

い
時
に
若
い
人
達
の
集
団
就

職
が
あ
り
、
金
の
卵
と
呼
ば
れ

て
い
た
。

　

現
在
、
少
子
・
高
齢
化
の
中
、

労
働
者
と
し
て
若
い
人
達
は

非
常
に
重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
の
国
を
育
て
、
守
っ

て
行
く
人
達
で
す
か
ら
な
お

さ
ら
で
す
が
。

　

空
知
近
辺
で
も
近
年
、
労
力

不
足
の
改
善
の
為
、
外
国
人
雇

用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。
私

の
経
営
し
て
い
る
会
社
の
労

働
者
は
私
が
入
社
当
時
は
７

割
ぐ
ら
い
が
地
元
の
人
達
で

し
た
。
今
は
そ
の
逆
の
状
態
で
、

地
元
で
労
力
を
見
つ
け
る
の

は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
当
た
り
前
だ
が
、
時
代
は

休
日
出
勤
・
時
間
外
労
働
・
働

き
方
改
革
な
ど
法
定
厳
守
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
労
力
不
足
に

外
国
人
労
働
者
の
必
要
性
を

痛
感
す
る
。
国
営
事
業
で
は
工

事
現
場
で
の
平
均
稼
働
が
週

休
２
日
制
を
達
成
す
る
と
加

点
さ
れ
る
。
作
業
員
の
労
賃
の

補
償
は
可
能
か
？
農
業
土
木

で
可
能
な
の
か
？
せ
め
て
、
過

疎
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な

っ
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　

（
藤
井　

雅
仁
）


